
１ 「何かやろう」という思いが出発点

霊峰「立山
たてやま

」連峰を背に、広がる新川
にいかわ

平野

の田んぼや畑。ここ富山県立山町に、農事組

合法人「食彩工房たてやま」はある。同法人

は、地元で収穫されるもち米や野菜などを主

原料として使い、家庭に昔から受け継がれた

製法で加工することをモットーに、地元の女

性が集まって長年にわたり事業を運営してき

た。近年は自然志向を標榜する後発の競合品

も多くなり、大変だとは言うが、地道な事業

の取組みにより、出資者である会員14名など

20名近い働き手が日々、作業に精を出す。

同法人の事業の立ち上げは1989年にさかの

ぼる。前の代表理事であった西田弥生さんを

中心に地元の女性が集まり、冬場にやる仕事

も少ないなか、「みんなで何かやろう」とい

う思いから始まった。「立山町農村女性グル

ープ加工部会」を組織し、年々販売額を伸ば

してきた。97年には、地元生協からもちの定

期注文が入るようになったことなどもあり、

加工場兼事務所を新設。それまでＪＡや町の

施設を借用し分散作業していたのを一箇所で

出来るようにするとともに、食品衛生管理上

の対応力もレベルアップした。

そして、99年に県下初の女性起業の「農事

組合法人」を設立し、翌年度には黒字化を達

成、今日に至っている。地元女性がお金を出

し合い組合法人の共同運営を行っていること

は全国的にも注目されることだが、ＪＡアル

プスも協力を惜しまず、加工場兼事務所の土

地の貸与など、様々な支援を行ってきた。ＪＡ

や県との協力態勢も同法人がここまでやって

くることが出来た大きな理由だと、現在の代

表理事である安田さんは言う。

２　自然なものにとどまらない商品開発努力

同法人の売上構成は、もち加工品が９割弱、

漬物が１割強である。

もち米は契約栽培の地元産「新大正糯米
もちこめ

」

だけを使い、年間三百数十俵(一俵 60kg)を購

入している。用途は、生もち用、寒もち用、

大福や赤飯などのお祝い用がそれぞれ３分の

１という構成である。また、漬物の材料の野

菜は自分たちの畑で作り、自分たちも食べて

いるものを基本的に使う。

ここに同法人が大切にするこだわりがある。

しかし、家庭に受け継がれたやり方で作る

といっても、防腐剤や保存料を使わないが故

に、広く買ってもらう売り物として作るとな

ると簡単ではなく、当初は失敗・苦労もあっ

たという。それを一つ一つみんなで工夫しな

がら、乗り越えてきた。

自然なものにとどまらない、旺盛な商品開
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発力も特筆すべきものがある。寒もちを例に

取ると、焼く手間を省き電子レンジでの加熱

で手軽に食べられるようにアレンジしてい

る。また、家庭で作る寒もちは必ずしもまっ

すぐな平面にならないが、同法人のものは作

業改善の結果、どれもまっすぐである。

さらに、いろいろな味わい・食感や色合い

の寒もちを楽しんでもらいたいという発想か

ら、黒豆入り、新湊
しんみなと

産しろえび入り、昆布入

り、古代米入りや、小金色のくちなし入り、

薄緑色のよもぎ入り、赤紫色の赤カブ入り、

さらに薄茶色のコーヒー入りまで商品開発し、

今や塩味で９種類、甘い味で11種類を数える。

商品名やパッケージも地元にちなんだネーミ

ングや図柄にすることを基本にしている。

最近のアイディア商品は、富山の薬売りの

人が子供にあげていた紙風船と寒もちをドッ

キングさせたもの。紙風船のなかに寒もちを

仕込み、電子レンジで加熱すると紙風船と寒

もちが両方ふくらむという「かんもち紙風船」

だ。これにより、「日本おみやげアカデミー

賞」のアイディア賞も受賞した。手作り・自

然なものという食文化の継承だけではなく、

日々工夫を行っていく力があることが、同法

人の特徴である。

３　みんなで相談・計画し助け合う組織風土

以上のような工夫の積み重ねや商品開発力

が発揮できるのは、常日頃から相談し知恵を

出し合う組織のあり方があるからだ。

作業グループは生もち加工、寒もち加工、

漬物加工と週末の立山登山口のお土産屋など

の販売グループの４班に分けているが、固定

的なものではない。忙しければ、柔軟にグル

ープ相互で手伝い、助け合う。

勤務日程は月に１回、給料支給日にそれぞ

れの都合を申し出たうえで、相談して決める。

昔から続く地元の年中行事やお祝いごとなど

で、近隣･親戚などに配るおもちなどを、朝

７～８時に配達して欲しいという注文が入れ

ば、寒い真冬でも自動車を駆って集まり、真

夜中から仕事を始める。

01年からは、毎月の給料のほかに、会員に

は賞与も支給できているが、若手の女性がフ

ルタイムで働くほどの仕事量はない。そのた

め、若手ほど他の職場へ移ることも多いとい

う。会員も75歳を一区切りの定年としており、

同法人の考え方・理念や発想を受け継ぐ若手

を円滑に組織に引き入れ、後継者を育ててい

くことが今後の課題となろう。

同法人の製品は、事務所での直売のほか、

地元の「道の駅」など10ヵ所でも販売されて

いるが、将来的に独自の販売店舗を持つこと

が夢だと言う。同法人の自然でなつかしい味

わいの製品は、立山登山などで富山県を訪れ

る多くの人々のお土産としても好評を得てい

る。富山訪問の際はもちろん、東京(有楽町の

交通会館内「いきいき富山館」)でも購入でき

るので、是非ご賞味願いたい。

(わたなべ　のぶとも・あらき　けんいち)
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